
医療法人八木厚生会八木病院 院長

 今後も 「 信頼 さ れ る病院 」 で あ る こ と を 第⼀ に 、職員⼀同 、患者 さ ん と ご 家族 に寄 り添 っ
た医療 を実践 し て ま い り ま す 。 本年が皆 さ ま に と っ て 健康 で実 り多 い⼀年 と な り ま す よ う
祈念申 し上 げ、新春の ご挨拶 と い た し ま す 。

 本年は 、 こ れ ま で の取 り組み を さ ら に発展 さ せ る べ く 、
「 地域医療へ の貢献 」 と 「 リ ハ ビ リ 体制 の充実 」 を 重点目標に掲げ て ま い り ま す 。
地域包括ケ ア の担 い⼿ と し て 、 患者 さ ん が住み慣れ た地域で安⼼ し て療養⽣活 を送れ る よ う 、
多職種連携 を強化す る と と も に 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を よ り 充実 さ せ 、 A D L の向上 、在宅復帰へ
の⽀援 を強 め て い く 所存 で す 。

 昨年は 、電⼦ カ ル テ の導⼊か ら⼀年が経過 し 、診療記録や情報共有の効率化 を進め る こ と が
で き ま し た 。 ま た 、 A I を活⽤ し た画像診断や 、施設基準管理シ ス テ ム の導⼊な ど、 新 し い技術 を
積極的に取 り⼊れ 、医療 D X を推進 し て ま い り ま し た 。 こ れ ら の取 り組み は 、患者 さ ん に よ り 質 の
⾼ い医療 を提供す る た め の⼤ き な基盤 と な っ た と 考 え て お り ま す 。

 新年あ け ま し て お め で と う ござい ま す 。 旧年中は 、当院の運営に あ た り格別の ご理解 と ご協⼒
を賜 り 、 ⼼ よ り御礼申 し上 げま す 。 地域の皆 さ ま に⽀ え ら れ 、本年 も無事 に新 し い年 を迎 え る こ
と が で き ま し た こ と を ⼤変嬉 し く 存 じ ま す 。

 地域医療への貢献を！  
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ご利用には予 め 、
マ イ ナ ポ ー タ ル ( ア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ フ ト ) に 、
マ イ ナ ン バ ー カ ー ド 健康保険証の登録が必要で す 。

受付か ら診療 ま で の流れ を よ り 円滑 に す る た め 、 ス マ ー ト
フ ォ ン 対応 の マ イ ナ保険証 を導⼊ し ま し た 。
当院 で は 、医療 D X を推進す る こ と で 、 待 ち時間の短縮や
情報確認の正確性や向上性に つ な げ、安全 で安⼼で き る
医療提供体制の充実 を図 っ て い ま す 。

マイナ保険証を導入しました！
スマートフォン対応の

便利に

なりました



薬剤科について

診療時間に変更が⽣じる場合
がございます。また整形外科受診
についてはお問い合わせください。

皮膚科

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午後

月 田縁 原田 橋爪 前田 前田
福本

松藤
戸高 戸高

武

14:00～

火 田縁 橋爪 松藤 増本

水 原田 橋爪 有村

木
山口

田縁

山口

田縁
橋爪

川本

(消化器内科)

松藤

（第3休診）
長山 長山

金 原田 橋爪
川本

(消化器内科)
長瀬

土 山口

循環器内科 呼吸器内科
診療科

整形外科 外科 脳神経外科 内科

西尾
(糖尿病) 

平峯
(総合診療)

井浦
(脳神経内科)

中村
(腎高血圧脳) 

西宮
(糖尿/第2.4)

松藤

福本

山本
(総合診療)

西尾
(糖尿病)

福本

中村
(腎高血圧脳)

山本
(総合診療)

松藤
(第２休診) 

川本
(消化器内科)

有馬

高江洲
(糖尿病）

樗木
古賀 (第1)

黒木 (第2)

池田 (第3,5)

岩崎 (第4)

後 (第1) 

南原 (第2)

江端 (第3)

池田 (第4)

受付時間 （平日）8：30 ～ 12：00   13：00 ～ 16：30
　　　　 （土曜）8：30 ～ 12：00     午後休診

⼋⽊病院診療表

 当院の急性期⼀般病棟は整形外科・外科・内科を主とする混合病
棟となっています。治療を優先し目的とするため、治療が終了すれば
退院か転院、当院の⻑期療養の出来る病棟への転棟を検討します。
 病棟はそれぞれ医療機能が異なり、提供する医療や看護に違いが
あります。⼊院後、病室の移動や病棟の移動が⽣じることもあります
が、病状やA D L (⽇常⽣活動作 )に応じ対応をさせていただいています。

どんな病床？
急性期⼀般病床とは

④医薬品情報管理（DI）

⑤病棟業務・無菌調整

③医薬品管理

など…

主な業務紹介

① 調剤業務

② 薬剤管理指導

お薬に対する質問や疑問などございましたら、お気軽に薬剤科にお声をおかけください。

 同じ薬剤でも患者さんの年齢・体重・⾎液検査の結果などで使う量は異なります。薬剤の治療効果が最⼤
限引き出せるように考え、副作⽤の早期発⾒と予防に努めています。

 薬剤科では、『恕（じょ）』〜悩める⼈への⼼の思いやり〜という病院の理念に基づき「お薬をつくる・渡す・
説明する」だけの薬剤師ではなく、患者さんが「より安全・より安⼼・より効果的」な薬物治療が受けられるよう
考え・⾏動する薬剤師として⽇々の業務に携わっています。

安⼼ ・安全な薬物治療提供の為に
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